
地域の農業を見て・知って・活かすDB
～農林業センサスを中心とした総合データベース～

使ってみませんか

分析結果を農業集落別に色分けした地図小地域別に作成した分析グラフ

※ 基幹的農業従事者数割合の農業地域別の推移

【高度利用】行政情報データを合成した事例

①多面的機能支払の取組
②集落営農の取組
③農林業センサス（65歳未満の基幹的農業従事者人数）

活かすDBとは

上記①～③のデータを重ね合わせることにより、地域農
業活性化に向けた施策推進を強化すべき農業集落を見え
る化することが可能

活かすＤＢは、農林業センサス調査結果、他府省
統計調査結果（国勢調査等）、行政情報（農業基
盤情報、多面的機能支払等）などの各種データを
全国約15万の農業集落単位に組み替えて編成した
データベースです。地域農業の現状をグラフや地
図で見える化することや、国勢調査や行政情報と
組み合わせて分析することが出来ます。

活かすDBでできること

※ 65歳以上の基幹的農業従事者数割合

【高度利用】 独自データを合成した事例

①たい肥供給者(牛、豚、鶏)
出典:農林水産省畜産局畜産振興課「堆肥供給者リスト掲載先一覧等」
②農林業センサス（販売目的の飼料用稲の作付面積）

上記①のリストをプロットし、②のデータを重ね合わ
せることにより、たい肥供給者と飼料用稲の作付けの
状況が見える化。耕畜連携の検討が可能。

活かすＤＢ 検索

地域農業に関するデータをグラフや地図で見える化!
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若い基幹的農業従事
者は少ないが、集落
営農組織があり、多
面的機能支払にも取
り組んでいる。

若い基幹的農業従事
者が少なく、集落営
農もない地域。多面
的機能支払の取組も
ない。



お問い
合わせ先

北陸農政局ホームページ 活かすＤＢ専用ページ
活かすDBのダウンロード方法、マニュアル、北陸での利用事例を公開しています
URL : https://www.maff.go.jp/hokuriku/stat/data/db.html
【北陸農政局ホームページ＞統計情報＞地域の農業を見て・知って・活かすDB ～】

活かすＤＢで公開しているデータ

活かすＤＢの利用方法

〇農林業センサス

〇行政情報

北陸農政局統計部では、
「活かすＤＢ」の利用に関する
ことや技術的な相談を受付けて
います。お気軽にご相談下さい。

全国約15万の
農業集落単位の
データを収録!

農林業経営体調査(2005,2010,2015,2020)
・組織形態別経営体数 ・農産物販売金額規模別経営体数
・常雇・臨時雇人数 ・主副業別経営体数
・平均年齢 ・年齢別の基幹的農業従事者数
・データを活用した農業を行っている経営体数
・青色申告を行っている経営体数 等

林業データ(2015,2020)
・保有山林の状況 ・林家数と保有山林面積
・素材生産を行った経営体数と素材生産量 等

農山村地域調査(2005,2010,2015,2020)
・DIDまでの所要時間
・地域資源の保全

農業基盤情報基礎調査(2015,2020)
・区画規模別田面積 ・用水状況別面積 ・排水良好面積

多面的機能支払交付金(2014,2019)
・支払対象農用地面積 ・組織数 ・農業者人数 等

中山間地域等直接支払交付金(2014,2019)
・対象農用地の有無 ・集落協定数 ・協定締結総面積 等

国土数値情報(2020 等)
・法制上の地域指定（都市計画、農振農用地等）
・各種施設数（学校、警察、医療機関、福祉施設等）
・駅・バス停の有無 等

人・農地プラン(2021)
・後継者未定等の農業者の耕地面積
・中心経営体の現状、将来の経営面積

・実行組合の有無
・寄り合いの開催状況 等

（活かすDB）北陸農政局統計部経営・構造統計課
代表:076‐263‐2161（内線 3636）
直通:076‐232‐4894

（統計情報）北陸農政局統計部統計企画課
代表:076‐263‐2161（内線 3627）

〇集落営農実態調査(2016,2021)
・集落営農数 ・構成農家数 ・農作業受託面積 等

〇他府省統計調査結果

国勢調査(2005,2010,2015,2020)
・世帯数 ・男女・年齢別人口 ・産業分類別就業者数

将来推計人口
・男女・年齢別人口

(2025,2030,2035,2040,2045,2050)

経済センサス(2012,2016,2021)
・産業分類別事業所数、従業者数、売上金額、付加価値額

New !
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